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大阪大学大学院医学系研究科ヒトＥＳ細胞倫理審査委員会規則 
 

（設置） 
第１条 この規則は、大阪大学大学院医学系研究科におけるヒトＥＳ細胞の使用に関する

内規（以下「内規」という。）第４条第２項の規定に基づき、大阪大学大学院医学系研究

科ヒトＥＳ細胞倫理審査委員会（以下「委員会」という。）に関し必要な事項について定

めるものとする。 
（所掌事項） 

第２条 委員会は、次に掲げる事項について所掌する。 
(1) ヒトＥＳ細胞の使用に関する指針（平成３１年文部科学省告示第６８号）及び大阪

大学におけるヒトＥＳ細胞の使用に関する規程並びに内規に即して、使用計画の科学

的妥当性及び倫理的妥当性について総合的に審査を行い、その適否、留意事項、改善

事項等に関して研究科長に対し意見を提出するとともに、当該審査の過程の記録を作

成し、これを保管すること。 
(2) 使用の状況について報告を受け、必要に応じて調査を行い、その留意事項、改善事

項等に関して研究科長に対し意見を提出すること。 
(3) ヒトＥＳ細胞の適正な実施のため、ヒト ES 細胞を取り扱う者に対し指導又は助言

を行うこと。 
(4) その他本研究科におけるヒトＥＳ細胞の使用に関する制度及び運営について検討す

ること。 
（組織） 

第３条 委員会は、次の各号に掲げる委員をもって組織する。 
 (1) 生物学に関する専門家 ３名 
 (2) 医学に関する専門家 ３名 
 (3) 法律に関する専門家 若干名 
 (4) 生命倫理に関する意見を述べるにふさわしい見識を有する者 若干名 
  (5) 一般の立場に立って意見を述べられる者 若干名 
 (6) その他委員会が必要と認めた者 
２ 委員のうち、２名以上は本学の職員以外の者とする。 
３ 委員会は、男女両性で構成されていなければならない。 
４ 委員会の委員は、研究科長が委嘱する。 
５ 委員の任期は２年とする。ただし、委員が任期中に辞任した場合の後任の委員の任期

は、前任者の残任期間とする。 
６ 前項の委員は、再任を妨げない。 

（委員長及び副委員長） 
第４条 委員会に、委員長及び副委員長を置く。 
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２ 委員長は委員の互選とし、副委員長は委員長が指名する。 
３ 委員長は委員会を招集し、その議長となる。副委員長は委員長に事故あるときは、そ

の職務を代行する。 
（委員会の成立要件） 

第５条  委員会は、委員の過半数の出席をもって開催する。ただし、次の各号に掲げる委

員の人数が出席しなければ、これを開くことができない。 
(1) 本学に属しない委員 ２名以上 
(2) 男性及び女性の委員 各１名以上 
(3) 第３条第１号から第５号の委員 各１名以上 

２ 委員が委員会を欠席する場合、代理の者の出席は認めないものとする。 
（審査） 

第６条 委員長が必要と認めたときは、委員以外の者を委員会に出席させ、意見を聴取す

ることができる。ただし、委員以外の者を議決に加えることはできない。 
２ 委員会は、ヒト ES 細胞を取り扱う者を委員会に出席させ、実施計画等について説明を

求めるとともに、意見を述べさせることができる。 
３ 当該使用計画を実施する研究者等又は使用責任者との間に利害関係を有する者は、当

該使用計画の審査に加わらないものとする。 
（議決） 

第７条 委員会の議決は、出席した委員の過半数の合意によるものとする。 
（迅速審査） 

第８条 前条の規定にかかわらず、使用計画の軽微な変更等であると委員長が認める場合

は、倫理審査委員会が指名する委員による審査を行い、意見を述べることができる。当

該審査の結果は、全ての委員に報告されなければならない。 
（報告等） 

第９条 委員会は、必要に応じて、ヒト ES 細胞を取り扱う者に対し、ヒトＥＳ細胞を使用

する適正な実施に関し報告を求め、又は助言し、若しくは指導することができる。 
（他部局の使用計画の審査） 

第１０条 学内の他の部局から使用計画等に係る審査の依頼があったときは、本委員会に

おいて審査を行うことができる。 
（活動の自由及び独立の保障） 

第１１条 委員会における審査が適正かつ公正に行えるようにするため、研究科長その他

の関係者は、委員会の活動の自由及び独立が保障されるよう努めなければならない。 
（小委員会） 

第１２条 委員会は、特定事項について審議するため、必要に応じ小委員会を置くことが

できる。 
２ 小委員会に関し必要な事項は、委員会が別に定める。 
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（事務） 
第１３条 委員会に関する事務は、医学部附属病院未来医療開発部の協力を得て、医学系

研究科事務部で行う。 
（議事の公開） 

第１４条 委員会の議事の内容は、原則として公開するものとする。 
（雑則） 

第１５条 この規則に定めるもののほか、委員会に関し必要な事項は、別に定める。 
 

  附 則 
この規則は、平成２３年４月１日から施行する。 
  附 則 
この改正は、平成２７年４月９日から施行する。 
  附 則 
この改正は、令和元年９月１２日から施行し、令和元年７月１日から適用する。 


